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生命システムの基礎 II 2 units 1st-year(2nd semester)

Takanori Satoh ·Associate Professor / Department of Civil and Environmental Studies

Target〉 細菌からヒトを含む高等生物まで生命あるものは全て細胞を基本単位と
しており，生命とは何かを知るためにはまず細胞についてその基本構造を知る
ことから始める必要がある．細胞は多種多様な化学物質によって構成されて
おり，生命現象は詳細に制御された化学反応の連鎖に基づいている．この授
業では生命科学の基礎としての細胞とそれを構成する化学成分について学ぶ．

Outline〉 細胞とその化学成分，基礎生化学
Fundamental Lecture〉 “生命システムの基礎 I”(1.0)

Notice〉 この授業は，自然システム学科共通科目です．毎回課題を課しますので，
出席してください．教員免許 (中学 1種理科，高校 1種理科)取得希望者は必
ず受講してください．また，課題提出が 3分の 2に達しない人は定期試験受
講不可とします．平成 23年度は集中講義で開講予定ですが，受講希望者は事
前に学務係に問い合わせること．

Goal〉
1. ·細胞の構造や機能について，生物間の共通性や相違点が理解できる．
2. ·細胞を構成する生体高分子について，その構造や特性が理解できる．

Schedule〉
1. 0.化学的基礎 (1回)
2. 1.細胞を構成する化学成分と性質 (8回)
3. 1-1 細胞を構成する元素と原子
4. 1-2 細胞を構成する生体高分子 (タンパク質，糖，脂質，核酸)
5. 2.核酸と遺伝情報の流れ (3回)
6. 3.細胞の基本構造とその機能 (3回)
7. 3-1 細胞の基本構造と機能 (動物，植物，その他)
8. 3-2 細胞の観察法
9. 3-3 細胞の統一性と多様性

10.高校で化学や生物を履修していない学生を想定して，高校レベルから授業
を始める．

11. 4.定期試験
Evaluation Criteria〉 毎回の課題 (60%)と定期試験 (40%)の合計で成績を算出
する．

Re-evaluation〉 試験細則に準拠し，受験資格のあるもののみ再試験を行います
Textbook〉 「Essential細胞生物学」(南江堂)の第 1,2,4,7章をベースに講義を行
う (第 4,7章は一部)．将来，生命 ·環境コースを希望する学生は，購入が望ま

しい．
Reference〉
�授業中に随時配布する．
�配布したパワーポイント資料および実施した課題は，下記webからダウン
ロードできます．

Webpage〉 http://www.geocities.jp/satokichi2004jp/syllabus/jyugyou.htm
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=219366
Contact〉
⇒ Satoh (3N05, +81-88-656-7657, tsatoh@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office

Hour: 特に設定しない．質問はいつでもよい．研究室;三号館三階北棟生
物化学研究室，e-mail tsatoh@ias.tokushima-u.ac.jp)
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